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在京佐高会

　

在
京
佐
高
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
会
の
運

営
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

長
期
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
も
一
時
は
感
染
者
数

が
減
少
傾
向
に
な
り
、
一
先
ず
は
ほ
っ
と
致
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
七
月
に
入
り
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

感
染
が
急
速
に
拡
大
し
再
び
社
会
不
安
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
二
年
間
総
会
開
催
は
皆
様
の
感
染
予
防
を

優
先
し
見
送
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
三
年

間
の
ブ
ラ
ン
ク
は
避
け
た
い
と
の
想
い
も
あ
り
、

十
月
九
日
（
日
）
に
開
催
致
す
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。
勿
論
皆
様
の
感
染
予
防
が
第
一
で
あ
る
こ

と
に
か
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
先
の
事
で
も
あ

り
九
月
以
降
の
状
況
に
よ
っ
て
は
中
止
も
視
野
に

入
れ
て
の
決
定
で
す
。
皆
様
に
は
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

東
京
都
を
中
心
に
関
東
近
県
に
居
住
す
る
登
米

市
出
身
者
の
方
々
で
構
成
さ
れ
ま
す
“
町
人
会
”�

組
織
が
在
り
ま
す
。
私
は
中
田
町
出
身
で
す
の
で�

「
東
京
中
田
会
」の
町
人
会
の
会
員
で
す
。こ
の「
東

京
中
田
会
」
の
総
会
が
三
年
振
り
に
六
月
四
日

（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
計
画
段
階
で
は
参

加
人
数
の
減
少
を
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
当

日
五
十
余
名
の
出
席
が
在
り
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
開

催
さ
れ
た
三
年
前
よ
り
若
干
少
な
い
も
の
の
盛
会

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
の
お

気
持
ち
は
概
ね
“
元
気
な
内
に
同
郷
の
方
々
に
逢

い
た
か
っ
た
”
と
云
う
こ
と
の
よ
う
で
し
た
。

　

今
年
の
「
集
ま
れ
！
部
活
動
同
窓
生
」
は
陸
上

部
・
バ
レ
ー
部
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
に
お
声
掛
け
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
両
部
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
に
は
是
非

ご
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
在
京
佐
高
会
の

中
で
は
両
部
と
も
Ｏ
Ｂ
会
の
組
織
は
特
に
無
い
と

聞
き
及
び
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
に
は
個
人
的
に

連
絡
を
取
り
合
っ
て
頂
く
か
ま
た
は
個
人
に
て
ご

出
席
頂
き
会
場
内
に
て
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
お
会
い
さ

れ
愉
し
い
時
間
を
お
過
ご
し
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

本
会
総
会
・
懇
親
会
は
今
年
も
八
芳
園
に
て
開

催
い
た
し
ま
す
。
八
芳
園
は
東
京
・
白
金
台
の
丘

陵
地
を
利
用
し
て
作
ら
れ
、
か
っ
て
は
徳
川
家
三

代
（
家
康
・
秀
忠
・
家
光
）
に
仕
え
（
天
下
の
ご

意
見
番
）
と
呼
ば
れ
た
大
久
保
彦
左
衛
門
の
屋
敷

跡
と
云
う
こ
と
で
す
。
米
国
バ
イ
デ
ン
大
統
領
来

日
の
折
り
夕
食
会
が
催
さ
れ
た
会
場
と
し
て
テ
レ

ビ
・
マ
ス
コ
ミ
紙
上
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

夕
食
会
の
模
様
は
本
会
懇
親
会
の
会
場
に
て
映
像

を
使
い
八
芳
園
よ
り
ご
案
内
頂
け
る
事
に
な
り
ま

し
た
。
ご
担
当
か
ら
は
本
会
懇
親
会
で
の
料
理
は

皆
様
に
ご
満
足
頂
け
る
よ
う
よ
り
吟
味
し
て
お
待

ち
い
た
し
ま
す
と
の
こ
と
で
す
。

　

結
び
に
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
総
会
」
開
催
決
定
！

　
在
京
佐
高
会
会
長
　
菊
地 

拓
朗
（
高
十
七
回
生
）
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在
京
佐
高
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
本
校

の
教
育
活
動
の
発
展

の
た
め
に
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
度
に
校
長
と
し
て
赴

任
い
た
し
ま
し
た
本
校
卒
業
の
高
三
十
四
回
生
、

狩
野
（
か
の
）
と
申
し
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
引
き
続
き
、
本
校
発
展
の
た
め
に
力

の
限
り
尽
く
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
、
相
変

わ
ら
ず
全
国
的
に
続
い
て
お
り
、
様
々
な
制
限

や
制
約
の
多
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
感
染
対

策
を
徹
底
し
な
が
ら
学
び
の
保
障
を
図
り
、
生

徒
と
共
に
「
佐
高
で
咲
こ
う
」
を
合
い
言
葉
に
、

教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
教
育
活
動
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
三
月
の
卒
業
生
（
全
日
制
）
の
進
路
先

で
す
が
、
進
学
で
は
山
形
大
学
医
学
部
医
学
科

一
名
及
び
東
北
大
学
三
名
な
ど
を
含
む
国
公
立

大
学
に
三
十
九
名
が
合
格
し
、
私
立
大
学
に

百
五
十
一
名
、
看
護
医
療
系
な
ど
の
専
門
学
校

に
四
十
六
名
、
登
米
市
役
所
六
名
な
ど
公
務
員

就
職
十
一
名
、
民
間
就
職
六
名
な
ど
の
進
路
実

績
で
し
た
。

今
年
度
の
新
入
生
は
全
日
制
二
百
二
十
一

名
・
定
時
制
四
名
が
入
学
し
、
在
籍
生
徒
数
は
、

全
日
制
十
八
ク
ラ
ス
六
百
八
十
九
名
、
定
時
制

四
ク
ラ
ス
二
十
二
名
、
総
計
七
百
十
一
名
と
な

り
、「
献
身
・
窮
理
・
力
行
の
三
徳
を
至
誠
を
も
っ

て
貫
く
」
の
校
訓
の
も
と
、
文
武
両
道
に
精
一

杯
励
み
、
明
治
三
十
五
年
の
創
立
か
ら
ち
ょ
う

ど
百
二
十
年
目
を
迎
え
る
に
相
応
し
く
、
意
欲

的
に
高
校
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

施
設
面
で
は
、
昨
年
、
約
五
十
年
ぶ
り
に
第

一
体
育
館
が
新
し
く
建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
四
十
四
年
か
ら
使
わ
れ
た
校
舎
の

老
朽
化
に
よ
り
、
新
し
い
校
舎
の
立
て
替
え
工

事
に
伴
い
、
今
年
七
月
に
プ
レ
ハ
ブ
の
仮
設
校

舎
が
完
成
予
定
（
写
真
参
照
）
で
、
夏
休
み
に

引
っ
越
し
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
現
在
の
校

舎
が
解
体
さ
れ
、
令
和
七
年
春
の
新
校
舎
完
成

に
向
け
て
、
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
同

窓
生
の
皆
様

の
お
力
を
お
借

り
し
な
が
ら
、

二
十
一
世
紀
の

国
際
社
会
を

生
き
抜
く
こ
と

が
で
き
る
英
知

と
健
全
な
心
身

を
持
っ
た
徳
性

の
高
い
人
物
を
、

教
職
員
一
丸
と

な
っ
て
育
成
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
在
京
佐
高
会
皆
様
の
益
々
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

在
京
佐
高
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
益
々
御
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
わ
せ

て
日
頃
よ
り
同
窓
会

の
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
に
厚
く
感
謝
致
し

て
お
り
ま
す
。

一
昨
年
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

大
分
収
ま
っ
て
は
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
終
息
に

は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
加
え
て
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
は
世
界
の
安
全
保
障
を
根

底
か
ら
変
え
、
世
界
経
済
へ
大
き
く
影
響
を
与

え
て
お
り
ま
す
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

侵
攻
が
成
功
す
れ
ば
、
一
気
に
台
湾
危
機
が
迫

り
、
そ
の
ま
ま
日
本
の
危
機
に
繋
が
っ
て
く
る

こ
と
は
皆
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
で
す
。

今
こ
そ
日
本
人
が
、
真
剣
に
国
防
意
識
を
高

め
る
時
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
一
昨
年
、
昨
年
と
本
部
同
窓
会
総
会

は
二
年
連
続
開
催
を
見
送
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。今

年
の
開
催
も
、
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
未
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
一
昨
年
に
引
き
続
き
昨
年
も
同

窓
会
懇
親
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
場
は
安
全
と
考
え
た
の
か
多
く
の
参
加

が
あ
り
、
表
彰
式
こ
そ
し
ま
せ
ん
が
、
今
回
も

大
い
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
事
で
、

同
窓
会
参
加
予
備
軍
に
繋
が
る
と
幸
い
で
す
。

去
る
五
月
十
三
日
、
開
校
記
念
講
話
を
在
京

佐
高
会
の
レ
ザ
ー
ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
の
山
下
百

合
子
さ
ん
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
来
な

ら
二
年
前
の
二
十
年
に
講
話
し
て
い
た
だ
く
予

定
で
、
三
年
越
し
に
な
り
ま
し
た
が
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
例
年
で
す
と
私
は
じ

め
同
窓
会
本
部
役
員
も
同
席
し
て
拝
聴
さ
せ
て

も
ら
う
の
で
す
が
、
卒
業
式
同
様
遠
慮
願
い
ま

す
と
い
う
こ
と
で
、
お
話
し
の
内
容
を
知
る
こ

と
が
で
き
な
く
て
大
変
残
念
で
し
た
。

昨
年
、
布
施
孝
之
先
輩
（
五
回
生
）
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。

生
前
、
私
に
あ
る
資
料
を
渡
し
て
く
れ
て
い

ま
し
た
。

そ
の
資
料
と
は
、
昭
和
十
九
年
八
月
、
今�

の
佐
沼
大
橋
の
下
の
迫
川
で
、
溺
れ
た
生
徒
を

助
け
、
自
分
は
力
尽
き
て
殉
職
し
た
島
田
信
夫

先
生
の
殉
職
三
十
三
年
顕
彰
追
悼
式
の
資
料�

と
、
当
時
、
山
本
宮
城
県
知
事
の
筆
に
よ
る�

「
師
魂
」を
刻
ん
だ
追
悼
碑
除
幕
式
の
資
料
だ
っ

た
の
で
す
。
私
も
祖
父
や
父
か
ら
聞
い
て
い
た�

「
島
田
精
神
」
の
こ
と
だ
な
と
す
ぐ
理
解
し
ま

し
た
。

布
施
先
輩
が
私
に
機
会
が
あ
っ
た
な
ら
、
後

世
の
卒
業
生
に
伝
え
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
は
と

思
い
、
記
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

結
び
に
、
本
年
こ
そ
在
京
佐
高
会
の
開
催
と

会
員
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
先
達
の
想
い
を

�

後
世
に
つ
な
ぐ
」

佐
沼
高
等
学
校
同
窓
会
会
長
　
氏
家
良
典

「
ご
あ
い
さ
つ
」

佐
沼
高
等
学
校
校
長
　
狩
野
秀
明
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カ
ナ
ダ
移
民
の
パ
イ
オ
ニ
ア

「
佐
藤
惣
右
衛
門
物
語
」
を
出
版
。

こ
の
本
は
兄
姉
た
ち
と
纏
め
た
一
種
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー
で
あ
り
、
明
治
時
代
飢
饉

や
冷
害
に
苦
し
む
登
米
周
辺
の
人
々
を
救
う
た

め
に
カ
ナ
ダ
に
渡
り
送
金
を
続
け
た
郷
土
の
先

達
の
苦
闘
の
物
語
で
あ
る
。

錦
織
出
身
の
私
た
ち
兄
弟
五
人
、
根
本
文

子
、
佐
藤
正
弥
（
高
11
回
生
）、
梅
津
（
佐
藤
）

純
子
（
高
15
回
生
）、
佐
藤
明
子
（
高
18
回
生
）、

舩
坂
朗
子
は
全
員
佐
沼
高
校
の
卒
業
生
で
あ
り
、

父
「
佐
藤
弥
市
」
は
旧
制
佐
沼
中
学
を
卒
業
し

て
い
る
。
弥
市
は
明
治
42
年
カ
ナ
ダ
・
ニ
ュ
ー

ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
市
で
母
「
う
め
の
」
父

「
喜
蔵
」の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。「
う
め
の
」

は
こ
の
物
語
の
主
人
公
、
佐
藤
惣
右
衛
門
の
妹

で
あ
り
、
父
喜
蔵
は
大
清
水
の
春
日
家
か
ら
婿

養
子
に
来
て
い
た
。
当
時
の
「
う
め
の
」
夫
婦

は
カ
ナ
ダ
の
大
河
フ
レ
ー
ザ
ー
河
の
中
州
で
惣

右
衛
門
と
共
に
暮
ら
し
て
い
た
。

登
米
市
周
辺
の
皆
様
は
、
昭
和
54
年
（
１
９�

７
９
）
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
新
田
次
郎
の
『
密

航
船
水
安
丸
』（
講
談
社
）
を
ご
記
憶
、
ま
た

は
体
験
さ
れ
た
ご
家
族
の
末
裔
の
方
も
多
い
と

思
わ
れ
る
。
我
が
家
の
伝
承
に
よ
る
と
錦
織
の

佐
藤
惣
右
衛
門
は
こ
の
密
航
船
に
先
行
し
て
単

身
、
カ
ナ
ダ
に
渡
り
、
ド
イ
ツ
人
農
家
の
物
置

小
屋
に
住
み
込
み
、
二
年
目
に
よ
う
や
く
一
日

一
ド
ル
の
給
金
を
得
て
細
々
と
郷
里
に
送
金
し

て
い
た
。
あ
る
日
ド
ッ
グ
サ
ー
モ
ン
と
し
て
フ

レ
ー
ザ
ー
河
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
白
鮭
の
情
報

を
得
て
、
親
類
関
係
で
も
あ
る
米
川
村
の
及
川

甚
三
郎
に
伝
え
た
こ
と
で
密
航
船
は
実
行
さ
れ

た
、
と
聞
き
及
ん
で
い
る
。
甚
三
郎
と
惣
右
衛

門
は
そ
の
後
フ
レ
ー
ザ
ー
河
の
中
州
に
隣
り
合

う
、
及
川
島
、
佐
藤
島
に
住
み
、
協
力
し
て
郷

里
の
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ー
を
作
り
、
鮭
漁
と
そ
の
加

工
輸
出
に
成
功
し
、
疲
弊
し
た
故
郷
を
救
援
し

た
の
で
あ
る
。

錦
織
の
我
が
家
に
は
沢
山
の
カ
ナ
ダ
写
真
が

保
存
さ
れ
て
い
た
。
戦
後
の
貧
し
い
暮
ら
し
の

中
で
、
そ
こ
に
写
る
美
し
い
白
い
ロ
ン
グ
ド
レ

ス
の
異
文
化
に
憧
れ
、
苦
し
い
時
も
悲
し
い
時

も
ひ
そ
か
に
こ
の
ア
ル
バ
ム
を
開
い
て
は
い
つ

か
外
国
に
行
き
た
い
と
夢
見
て
い
た
。
後
に
私

が
海
外
専
門
の
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
な
り
、

世
界
１
０
８
か
国
を
訪
問
し
た
の
も
、
幼
少
期

の
カ
ナ
ダ
写
真
が
影
響
し
て
い
る
。
１
９
９
９

年
の
「
東
和
町
・
青
少
年
海
外
派
遣
団
」
の
カ

ナ
ダ
訪
問
に
は
、
現
錦
織
公
民
館
長
猪
股
良
雄

氏
の
ご
尽
力
に
よ
り
添
乗
員
と
し
て
同
行
で
き

た
こ
と
は
忘
れ
え
ぬ
思
い
出
で
あ
る
。

惣
右
衛
門
は
回
顧
録
で
米
川
の
「
及
甚
」
を

深
く
尊
敬
し
て
い
る
。
ま
た
鱒
渕
の
華
足
寺
に

あ
る
「
及
川
甚
三
郎
顕
彰
碑
」
に
は
、
筆
頭
発

起
人
と
し
て
す
で
に
開
戦
の
混
乱
の
中
で
亡
く

な
っ
た
兄
の
惣
四
郎
の
次
に
自
分
の
名
を
あ
げ

て
い
る
の
で
、
帰
国
す
る
こ
と
な
く
異
国
で
無

念
の
死
を
遂
げ
た
兄
と
二
人
分
の
寄
付
金
を
負

担
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
自
分
を
語

ら
な
い
「
陰
徳
の
人
」
で
あ
る
惣
右
衛
門
で
あ

る
が
、唯
一『
加
奈
陀
同
胞
発
展
大
鏡
付
録
』（
大

正
11
年
発
行
）
の
「
成
功
家
五
人
男
」
に
そ
の

事
業
の
片
鱗
を
伺
う
こ
と
が
出
来
る
。

ニ
ュ
ー
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
方
面
に
覇
を

称
ふ
る
佐
藤
惣
右
衛
門
君
は
（
中
略
）
ミ
ル
サ

イ
ド
の
製
材
会
社
に
人
夫
監
督
を
勤
め
、
将
来

の
一
着
歩
を
築
く
。
ま
た
土
地
四
十
二
英
加

（
エ
ー
カ
ー
）
を
購
入
し
て
塩
鮭
製
造
所
設
立
。

併
せ
て
生
魚
販
売
を
開
始
す
。
別
に
雑
貨
の
輸

入
を
営
み
、
日
も
こ
れ
足
ら
ざ
る
の
状
あ
り
き
。

而
し
て
製
材
会
社
の
事
業
は
知
己
渡
辺
宇
兵
衛

氏
に
移
す
。（
中
略
）
佐
藤
氏
が
一
人
貪
ら
ず
、

己
達
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
先
ず
人
を
達
せ
し
む
の

古
言
を
実
行
せ
る
も
の
と
謂
う
べ
し
。
明
治

四
十
四
年
（
１
９
１
１
）
に
至
り
、
ラ
イ
オ
ン

島
七
英
加
を
十
二
年
契
約
で
租
借
し
、
漁
業
の

傍
ら
菜
園
業
を
経
営
す
。君
は
晩
市（
バ
ン
ク
ー

バ
ー
市
）
カ
ド
バ
街
に
於
け
る
土
地
家
屋
を
始

め
と
し
て
、
各
所
に
土
地
を
所
有
。
漁
船
、
漁

網
、
株
券
等
を
合
し
た
る
総
合
財
産
は
四
万
弗

の
巨
額
に
達
す
べ
し
。
毎
年
の
収
入
三
万
弗
に

近
し
と
言
え
ば
、
総
支
出
を
差
し
引
く
も
尚
数

千
弗
の
純
利
益
を
揚
ぐ
べ
し
。
尚
別
に
是
永
氏

と
共
同
、
大
規
模
を
以
て
晩
市
に
シ
ズ
コ
（
筋

子
）
製
造
を
開
始
し
内
地
に
輸
送
し
て
利
す
る

所
あ
り
。

�

（
表
記
は
（
）
に
補
足
、
ほ
ぼ
原
文
マ
マ
）

惣
右
衛
門
が
こ
の
よ
う
に
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市

に
多
く
の
土
地
を
持
ち
、
多
く
の
会
社
を
経
営

で
き
た
の
は
、
農
場
住
み
込
み
で
働
い
て
い
た

頃
か
ら
、
少
し
づ
つ
安
い
土
地
を
買
っ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
稲
作
地
帯
の
錦
織
で
は
土
地
を

継
ぐ
の
は
長
男
で
あ
る
か
ら
、
次
男
の
惣
右
衛

門
に
と
っ
て
、
土
地
は
憧
れ
で
あ
っ
た
ろ
う
。

そ
れ
が
思
い
も
か
け
な
い
バ
ン
ク
ー
バ
ー
港
の

開
発
計
画
で
、
あ
る
日
突
然
何
十
倍
に
も
跳

ね
上
っ
た
と
い
う
。
惣
右
衛
門
は
、
自
分
が
英

字
新
聞
が
読
め
た
な
ら
、
売
り
急
ぐ
こ
と
は
無

か
っ
た
と
、
そ
の
後
の
値
上
が
り
を
残
念
が
っ

て
郷
里
に
伝
え
て
い
る
。

し
か
し
彼
は
そ
の
幸
運
を
一
人
貪
ら
ず
、
こ

こ
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
「
己
達
せ
ん
と
欲

せ
ば
、
先
ず
人
を
達
せ
し
む
」
の
古
い
言
葉
を

実
行
す
る
人
で
あ
っ
た
。
東
北
の
寒
村
か
ら
父

に
百
円
（
現
在
で
は
二
百
万
く
ら
い
か
？
）
を

も
ら
い
、
宇
都
宮
ま
で
歩
き
、
横
浜
港
か
ら
、

多
分
航
海
船
の
雑
役
と
し
て
カ
ナ
ダ
に
渡
っ
た

と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
や
が
て
彼
は
若
く
し
て

カ
ナ
ダ
国
籍
を
取
得
す
る
ま
で
に
な
る
。
成
功

者
と
し
て
人
の
た
め
郷
里
の
た
め
、
活
躍
し
て

　
人
物
紹
介

　

�
舩
坂
朗
子
（
旧
姓
佐
藤
20
回
生
）



（4）

い
た
惣
右
衛
門
に
、
突
然
不
幸
が
訪
れ
る
の
で

あ
る
。

昭
和
16
年
12
月
、
日
本
の
真
珠
湾
攻
撃
に
よ

り
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
、
直
ち
に
敵
国
人

と
し
土
地
や
家
屋
を
含
む
全
て
の
財
産
、
漁
船

や
車
の
動
産
も
強
制
的
に
没
収
さ
れ
、
海
岸
か

ら
１
６
０
キ
ロ
以
北
の
寒
冷
の
地
に
強
制
移
動

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

長
姉
文
子
の
記
憶
で
は
戦
後
し
ば
ら
く
し
て

錦
織
の
貧
し
い
我
が
家
に
夢
の
よ
う
な
子
供
服

や
レ
ー
ズ
ン
が
届
い
た
が
、
全
財
産
を
無
く
し

た
当
時
の
惣
右
衛
門
が
ホ
テ
ル
の
雑
役
を
し
な

が
ら
協
会
の
バ
ザ
ー
の
品
物
を
送
っ
て
く
れ
て

い
た
と
言
う
。

平
成
18
年
（
２
０
０
６
）
10
月
12
日
、「
密

航
船
水
安
丸
百
周
年
記
念
式
」
が
カ
ナ
ダ
の

リ
ッ
チ
モ
ン
ド
で
挙
行
さ
れ
た
。
式
後
の
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
で
こ
の
日
私
た
ち
は
惣
右
衛
門
の
兄

と
妹
で
あ
る
惣
四
郎
、
う
め
の
、
の
孫
と
し
て
、

カ
ナ
ダ
と
日
本
で
育
っ
た
肉
親
同
士
が
始
め
て

一
つ
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
だ
。
夢
の
よ
う
な
出

会
い
で
あ
っ
た
。

し
か
し
ま
た
そ
の
席
で
衝
撃
的
な
事
実
を

知
っ
た
。
目
の
前
に
座
っ
て
い
る
、
ま
た
従
弟

の
「
サ
ト
ウ
ア
キ
オ
」
さ
ん
が
、
太
平
洋
戦
争

中
カ
ナ
ダ
軍
の
兵
士
と
し
て
従
軍
し
た
と
言
う

の
で
あ
る
。
実
は
私
達
の
父
「
弥
市
」
も
、
こ

の
大
戦
の
末
期
「
戦
艦
長
門
」
に
乗
船
し
レ
イ

テ
沖
海
戦
に
参
戦
し
て
い
る
。
結
果
的
に
肉
親

同
士
が
敵
味
方
に
な
っ
て
い
た
厳
し
い
現
実
に

私
達
は
言
葉
も
な
く
彼
の
話
を
聞
い
た
の
だ
っ

た
。
こ
の
席
で
は
更
に
、
長
年
自
ら
の
出
自
を

探
し
続
け
て
い
た
惣
右
衛
門
兄
弟
の
長
姉
で
米

谷
に
嫁
い
だ
「
や
す
」
の
孫
で
あ
る
ル
ー
ス
さ

ん
と
の
劇
的
な
出
会
い
も
あ
っ
た
。

私
達
兄
弟
は
力
を
合
わ
せ
、
祖
父
が
持
ち
帰

り
父
が
保
存
し
た
カ
ナ
ダ
の
写
真
や
資
料
を

「
先
人
の
歴
史
」
と
し
て
故
郷
の
未
来
に
伝
え

た
い
と
思
い
出
版
し
た
。

�

執
筆
協
力��

根
本
文
子
（
旧
姓
佐
藤
９
回
生
）

令和３年度収支報告書
令和3年 1月 1日〜 

令和3年 12月 31日（単位：円）

収入の部

科　　目 金額

前年度繰越金 496,661

年会費収入 246,000

雑収入 3

収入の部合計 742,664

支出の部

科　　目 金額

事務局費 62,406

会報作成封入 112,200

年会費手数料 42,291

翌年度繰越金 525,767

支出の部合計 742,664

会計担当	坂入　　茂（高 17 回生）

佐藤　清寿（高 19 回生）

上記収支報告書について、厳正に

監査した結果、適正なる処理によ

る報告書と確認いたしましたこと

をご報告いたします。

監事	 佐藤　榮記（高 15 回生）

	 菅原　洋子（高 20 回生）

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

　
年
会
費
納
入
・
継
続
の
お
願
い

会
員
増
強
・
年
会
費
に
つ
い
て

　

ご
承
知
の
通
り
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
会
活
動

が
2
年
間
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
会

員
の
高
齢
化
が
進
み
、
70
歳
以
上
が
70
％
を
占

め
る
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
高
め
る
方
法
は
ス
マ
ホ
、
パ
ソ
コ
ン
、
な
ど

の
Ｄ
Ｘ
機
器
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。
ス
マ
ホ
の

ラ
イ
ン
は
会
話
も
で
き
、
一
斉
に
写
真
の
送
信

も
で
き
る
な
ど
有
力
な
通
信
機
器
で
す
。是
非
、

通
信
機
器
を
使
い
こ
な
し
て
い
た
だ
き
、
会
員

▲�

表
紙
の
総
会
写
真
、
今
年
こ
そ
は
総
会
開
催

と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も

継
続
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

▲
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
。
犠
牲
者

は
い
つ
も
子
ど
も
や
市
民
。
毎
日
悲
惨
な
報

道
に
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
思
い
で
す
。
コ

ロ
ナ
も
戦
争
も
飛
ん
で
け
。

▲
緑
風
表
紙
を
古
里
の
懐
か
し
い
風
景
写
真
で

飾
ら
れ
た
鈴
木
修
様
（
高
７
回
生
）
は
去
る

６
月
に
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

▲
今
号
は
根
本
文
子
様
（
高
９
回
生
）、
舩
坂

朗
子
様
（
20
回
生
）
よ
り
ご
寄
稿
い
た
だ
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

在
京
佐
高
会
事
務
局

〒
１
０
２

−

０
０
７
２

東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
４

−

10

−

１

セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
７
０
３
号

事
務
局
長　

武
澤　

忠
臣　

電　

話　

０
３

−

３
２
６
７

−

８
７
９
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３

−

３
２
６
７

−

０
７
９
６

増
強
と
年
会
費
千
円
納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
年
会
費
の
振
り
込
み
は
郵
便
貯
金
か
ら
振

り
込
む
こ
と
で
手
数
料
が
お
安
く
な
り
ま
す
。

編
集
後
記

ご
案
内

　

緑
風
21
号
、
人
物
紹
介
で
掲
載
し
た
山
内

ジ
ョ
ー
ジ
氏
（
高
13
回
生
）
の
特
別
展
が
仙
台

で
10
月
開
催
予
定
で
す
。
在
仙
佐
高
会
会
員
は

じ
め
親
戚
知
人
に
ご
案
内
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
：
仙
台
文
学
館

　

〒
９
８
１

−

０
９
０
２

　

仙
台
市
青
葉
区
北
根
２

−

７

−

１

　

電
話　

０
２
２

−

２
７
１

−

３
０
２
０

文
字
絵
特
別
展


